
 

 

 

 

様 式 集 

 

 

 

（田布施川流域下水道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月 

 

 

 



様式１ 

 

説 明 会 参 加 申 込 書 

 

 

 田布施川流域下水道の指定管理者の現地説明会に参加を申し込みます。 

 

 

                           令和  年  月  日 

 

 山口県都市計画課長 様 

 

 

 

                      （提出者）  住  所 

                 電話番号 

                                  （ふりがな） 

                 団体名 

                                  （ふりがな） 

                 代表者                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式２ 

 

令和  年  月  日 

 

山口県都市計画課長 様 

 

          提出者 住所 

電話番号 

                     （ふりがな） 

団体名 

                     （ふりがな） 

代表者                                

 

質   問   書 

 

 田布施川流域下水道の指定管理者の募集要項について、次の項目を質問しま

す。 

 

番号 質  問  事  項 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注） １．用紙はＡ４判タテで、コピー（複写）できるものとします。 

２．記入は、黒インク、黒ボールペン、ワープロなどの類とします。 

３．複数質問がある場合は、項目番号を付けてください。 

４．一般的事項に関する質問があれば、別紙に記入してください。 

５．質問がない場合は、質問書を提出する必要はありません。 

      ６．質問書は令和７年９月３０日午後５時までにご送付ください。 

                             

 



様式３ 

 

指定管理者の応募について 

 

                                                      令和  年  月  日 

 

山口県都市計画課長 様 

 

                                  郵便番号 

                     提出者     主たる事務所 

                                  の所在地 

                 電話番号 

                                  （ふりがな） 

                 団体名 

                                  （ふりがな） 

                 代表者の氏名                          印 

 

 

 田布施川流域下水道に係る指定管理者に、関係書類を添えて応募します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式 ４ 

 

田布施川流域下水道の維持管理に係る事業計画書 

 

                                           団体名              

                                           提出日  令和  年  月  日 
 

１ 流域下水道を利用する者の平等な利用を確保することに関すること 

（１）応募団体の概要及び応募理由 

（２）下水道の基本的なあり方に関する考え方  
（３）流域下水道の維持管理に当たっての基本方針 

 

２ 流域下水道の効用を十分に発揮することに関すること 

（１）施設の維持管理の内容及び的確性 

  ① 運転管理業務の実施方法 
  ② 処理施設の管理方法 
  ③ 管渠施設の管理方法 
  ④ 水質検査業務の実施方法 

⑤ 環境緑地の管理方法 
⑥ 安全管理の方法 
⑦ ユーティリティの調達方法 
⑧ 施設・設備の修繕業務に対する対応方法 

  ⑨  その他業務の実施方法 

（２）災害等の緊急時の対応 

 

３ 流域下水道の管理に係る経費の縮減を図ることに関すること 

（１）維持管理費の縮減対策   

 

４ 管理を安定して行うために必要な人的体制及び経済的基礎を有しているこ

とに関すること 

（１）管理運営体制 

（２）職員の配置計画 

（３）職員の研修計画 

 

５ その他 

（１）個人情報等の取扱い 
（２）県内の産業・雇用への配慮 

（３）周辺住民への配慮及び下水道のアピール方法 

 

 



【記載内容等】 

計画項目 提案内容 枚数 

１  

流域下水道

を利用する

者の平等な

利用を確保

することに

関すること 

 

(1)応募団体の概

要及び応募理由 

 団体の沿革、概要及び応募理由を記入し

てください。 

 

 

 

 

 

５枚以内 

 

 

 

(2)下水道の基本

的あり方に関す

る考え方 

 下水道の基本的なあり方（しくみ、役割

、環境保全上の位置付け、住民との関係等

）について記載してください。  

(3)流域下水道の

維持管理に当た

っての基本方針 

  流域下水道設置の意義、目的、重要性、

指定管理者制度導入の趣旨を踏まえ、効率

的かつ安全な維持管理を実現するための基

本方針を記入してください。 

２  

流域下水道

の効用を十

分に発揮す

ることに関

すること 

(１)施設の維持

管理の内容及び

的確性 

 ①から⑨の各事務について、業務水準書

を参考にして、取組み方針を記入してくだ

さい。 

 

     

 

１２枚以内 

 

 

(２)災害等の緊

急時の対応 

 

 防犯・防災対策（特に台風時）、事故・

災害発生時の対応、緊急修繕の対応につい

て記入してください。 

３ 

流域下水道

の管理に係

る経費の節

減を図るこ

とに関する

こと 

(１)維持管理費

の縮減対策 

 

 

 

 

 コスト縮減対策について、取組み方針を

記入してください。  

 

 

３枚以内 

 

 

 

 

 

４ 

管理を安定

して行うた

めに必要な

人的体制及

び経済的基

礎を有して

いることに

関すること 

(1)管理運営体制 体制図により、担当部署の体制を、組織全

体における位置付けがわかるように示して

ください。 

 

 

３枚以内 

付表は別で

す 

 

 

 

 

(2)職員の配置計

画 

 人員の確保策、勤務の形態、職員の配置

・人数、有資格者の状況について記入して

ください。 

(3)職員の研修計

画 

 研修計画を示してください。 

 

５ 

その他 

 

 

 

 

(1)個人情報等の

取扱い 

 管理上入手した個人情報の保護措置、情

報公開請求への対応を記入してください。 

 

 

２枚以内 

 

 

 

(2)県内の産業・

雇用への配慮 

 県内産資材の調達及び県内の雇用確保に

ついて取組み方針を記入してください。 

(3)周辺住民への

配慮及び下水道

のアピール方法 

 周辺住民への環境上の配慮及び下水道施

設のアピールについての取組みについて記

載してください。 



                                                                                

【作成上の留意事項】                                                                              

１ 用紙はＡ４縦長とし、提出用紙の余白下中央に連続してページ番号をつけ 

てください。 

２ 使用する文字の大きさは 12 ポイントとしてください。（フォントは指定し 

ません。） 

３ 提案内容及び提案用紙の枚数は次のとおりです。（欄が不足する場合は、 

様式に準じて、用紙を追加してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業計画内容 

  

１ 流域下水道を利用する者の平等な利用を確保することに関すること 

 (1) 応募団体の概要及び応募理由 

    ＜参考＞ 

     ・本業務への取組み姿勢等を管理実績等を踏まえ、積極的にアピールしてくだ 

さい。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 下水道の基本的なあり方に関する考え方  

  ＜参考＞ 

  ・下水道のしくみ、役割、環境保全上の位置付け、住民との関係等について記載し

  てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 流域下水道の維持管理に対する考え方 

  ＜参考＞  

    ・流域下水道の設置目的及び特性等について記載してください。 

  ・指定管理者としての維持管理方針を記載してください。   

・指定管理者としての役割、行政・地域との連携等について記載してください。 

・関係法令の遵守について記載してください。 

  

  

 

 

 

 



２ 流域下水道の効用を十分に発揮することに関すること 

 

（１）施設の維持管理の内容及び的確性 

 ① 浄化センターの運転管理業務 

      ＜参考＞ 

   ・業務水準書 「３放流水質基準」を満たすための具体的な方法を記載してく 

    ださい。 

   ・業務水準書 「４維持管理要求水準」を満たすための具体的な方法を記載し 

    てください。 

      ・業務水準書 「１０汚泥に関する基準」を満たすための具体的な方法を記載 

    してください。 

      ・業務水準書 「１１運転に関する条件」を満たすための具体的な方法を記載 

    してください。 

   ・別紙「汚泥物質収支フロー」を作成してください。 

  

 ② 処理施設の保守点検業務 

     ＜参考＞ 

   ・業務水準書 「２業務範囲」、「１４業務日誌、月報及び年報の記載内容」を

    考慮して、点検箇所及び点検頻度等について記載してください。 

      ・一部業務を再委託する場合は、その委託の内容を記載してください。 

 

 ③ 管渠施設の保守点検業務 

      ＜参考＞ 

   ・業務水準書 「２業務範囲」を考慮して、点検箇所及び点検頻度等について 

    記載してください。 

      ・一部業務を再委託する場合は、その委託の内容を記載してください。 

 

④ 運転管理上必要な水質分析業務 

     ＜参考＞ 

   ・業務水準書 「２業務範囲」、 「１３本件施設の環境計測」を考慮して水質

    分析業務の方法（人員配置、計測方法、頻度、留意点等）を具体的に記載して

    ください。 

      ・一部業務を再委託する場合は、その委託の内容を記載してください。 

 

 ⑤ 環境緑地の維持管理業務 

     ＜参考＞ 

      ・緑地管理（樹木の剪定、草刈り等）の実施範囲、時期、処分方法等を具体的に

    記載してください。 

      ・一部業務を再委託する場合は、その委託の内容を記載してください。 

 ⑥ 業務上の安全管理体制 

     ＜参考＞ 



      ・本業務に従事する職員の安全衛生管理の方針を記載してください。 

      ・処理場周辺に対する安全管理の方針について記載してください。 

 

 ⑦ ユーティリティの調達方法 

     ＜参考＞ 

      ・主要なユーティリティ・物品の調達方法、調達先、効率的な管理方法を記載し

    てください。 

 

 ⑧ 施設・設備の修繕及び補修業務 

     ＜参考＞ 

   ・定期的な補修、突発的な修繕に対する対応方法について記載してください。 

    定期的な補修は業務水準書「補修等工事予定書」を参考してください。 

   ・業務実施に当たって、県との協議方法について記載してください。 

・一部業務を再委託する場合は、その委託の内容を記載してください。 

 

 ⑨ その他業務の実施方法 

     ＜参考＞ 

      ・業務水準書 「２業務範囲」を考慮して、建物の清掃業務等、報告書の作成、

    発生廃棄物（下水汚泥を除く）、見学者の対応及び業務の引き継ぎについて実

    施方法を記載してください。 

  

(２) 災害等の緊急時の対応 

 

    ＜参考＞ 

     ・具体的な緊急時（台風、高潮、豪雨、地震等）を想定し、対応方針及び体制 

  を記載してください。 

 

 

 

３ 流域下水道の管理に係る経費の縮減を図ることに関すること 

 

（１）維持管理費の縮減対策 

     ＜参考＞ 

      ・人件費、電力使用料金等の具体的な削減方法を記載してください。 

   ・技術的提案による経費節減方法等を記載してください。 

 

 

 

 

 

 



４ 管理を安定的に行うために必要な人的体制及び経済的基礎を有している

ことに関すること 
 

 (1) 管理運営体制 

 

       〈体制図の記載例〉   

  総務部   （詳細省略）人数  ○○担当（２：常１、非１） 

  

  事業部  田布施川浄化センター 

総括責任者 

  ○○担当（１：常１） 

   

  

  営業部   （詳細省略）人数  ○○担当（４：常２，非２） 

 

  ○○部   （詳細省略）人数 

 

 

       別紙でも可 

 

 (2) 職員の配置計画 

    〈参考〉 

  ・職員の配置、人員等は、上記管理体制図に記入してください。 

  ・配置人員の内、有資格者の状況を記入してください。  

    ・平日昼間と夜間、休日の体制が異なる場合は、それぞれ分けて記載してください 

    ・緊急、災害時の体制についても記載してください。 

 

 (3) 職員の研修計画 

    ＜参考＞ 

  ・自社研修、資格取得の助成等の職員の育成と専門技術の向上、継承方法等を記入

   してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ その他 

 

（１）個人情報等の取扱い 

     ＜参考＞ 

   ・個人情報として、特定施設の水質検査結果等が考えられますが、これらの 

取扱いについて記載してください。 

 

（２）県内の産業・雇用への配慮 

   ＜参考＞  

   ・県内の産業・雇用についての取組み方針を記載してください。 

   ・一部業務を再委託する場合は、その委託の内容及び委託先選定方針（県内外

）を記載してください。 

   ・ユーティリティの調達先選定方針（県内外）を記載してください。 

 

（３）周辺住民への配慮及び下水道のアピール方法 

   ＜参考＞ 

   ・環境面での周辺住民への配慮及び下水道のアピールについての取組み方針を記

    載してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



汚泥物質収支フロー

 （田布施川流域下水道）

 日平均汚水流入量（予定）　３，２３２m3
 ＳＳ　１７０mg/l

ＳＳ　１０mg/l

消毒設備

機械濃縮槽 脱水設備

オキシデーションディッチポンプ場 最終沈殿池
流入 放流

返流水 返送汚泥

余剰汚泥



様式５(田布施川)

（単位：千円）
金　　額

収 指定管理料

入 合　計
人件費

管渠の保守点検
及び清掃

処理施設の
保守点検
及び清掃

支

ユーテイリテイー 燃料費
電気基本料金
電気従量料金
その他

出
高分子凝集剤
高分子凝集剤
気泡剤
水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ
固形滅菌薬
砂ろ過ろ剤
その他

工業計器類消耗部品、灯火器具等

イオン交換樹脂、各種ピペット、各種フラスコ、試
験紙、ろ紙、硫酸、硝酸銀、塩酸、硫酸銀、ナトリ
ウム溶液、過マンガン酸、カリウム溶剤、硝酸ナト
リウム、その他

環境緑地の
維持管理

その他

消費税
合計
※６枚作成してください。（５枚(令和8～12年度の各年度）＋１枚(5年間の合計））
※仕様書は電子データを提供します。

収支予算書（令和　　　度）　　

項　　　　　目 備　　　　考

小計 ［参考］7人（県が積算上想定している人員数）
幹線管渠内調査業務 仕様書参照

小計
空調換気設備等保守点検 仕様書参照、フロン排出抑制法に伴う簡易点検（３年に１回）

消防関係法定点検 仕様書参照
地下タンク漏洩検査 業務水準書参照
窒素リン自動測定装置試薬補充業務 仕様書参照
滅菌池清掃業務 適時

小計

施設・設備の修
繕及び補修

日常の補修等による消耗品
業務水準書表２の通常の指定管理者負担物品

[参考]約600千円／年(実績：R4～R6平均)

修繕・補修業務
予定工事＋予定外工事

予定工事：別紙「業務水準書周南流域下水道補修工事予定表」参照

予定外工事：[参考]約4,000千円/年(実績：R4～R6平均)

小計

動力費

重油：　※別添資料(使用量(実績)）参照

※別添資料（汚水処理量・消費電力量（実績）、汚水
流入量(予定)）参照

再エネ賦課金・燃料費調整額

上水道 水道水：　※別添資料(使用量(実績)）参照

水処理・
汚泥処理
薬品費

脱水機用
機械濃縮用
機械濃縮用
機械濃縮脱臭液中和用
雑用水滅菌用

修繕・補修業
務に含む

雑用水滅菌用
水処理硫酸バンド等

電気・機械部品費等
[参考]
5,000千円
／年(実績：
R4～R6平
均)水質試験薬品・器具費等

テレメーター回線料
テレメーター専用電話回線使用料、
[参考]約500千円/年(実績：R4～R6平均)

小計
場内草刈り等 業務水準書参照
植樹帯維持管理 業務水準書参照
場内樹木剪定業務 １回/年
剪定樹木運搬処分業務
不燃物撤去処理業務（産業廃棄物）
一般廃棄物運搬処分業務
小計
管理棟清掃業務 管理棟・ポンプ棟・汚泥棟の清掃　適時

※備考欄の[参考]として示した額は税込です。

管理棟警備業務 夜間機械警備
小計

消費税率10%

※別添資料

（使用量（実績））
参照



田布施川浄化センター

（１）汚水流入量(予定)

ｍ３／年 ｍ３／日
令和8年度 1,193,633 3,270
令和9年度 1,185,202 3,247
令和10年度 1,179,455 3,223
令和11年度 1,174,213 3,217
令和12年度 1,168,299 3,201

（２）汚水処理量・消費電力量（実績）
雨量 消費電力量 ポンプ揚水量 センター流入量

原単位電力量(ｋ
Wh/㎥)

ｍｍ ｋWh ㎥ ㎥ ｋWh/㎥
平成28年度 1,919.0 1,143,738 1,524,952 1,295,901 0.75
平成29年度 1,171.0 1,093,566 1,482,897 1,292,214 0.74
平成30年度 1,477.5 1,042,368 1,495,389 1,313,234 0.70
令和元年度 1,233.0 1,042,110 1,445,682 1,282,726 0.72
令和2年度 1,596.0 1,033,590 1,467,378 1,302,293 0.70
令和3年度 1,505.5 1,010,942 1,489,626 1,301,543 0.68
令和4年度 1,119.5 998,489 1,416,051 1,246,706 0.71
令和5年度 1,715.0 1,063,766 1,407,743 1,270,111 0.76
令和6年度 1,767.0 1,042,375 1,427,670 1,269,049 0.73
・原単位電力量(ｋWh/㎥)は電力量／ポンプ揚水量
（ポンプ揚水量はセンター流入量に場内循環水量を含めたもの。）

（３）水処理・汚泥処理薬品使用量（実績）
数量

(年間平均)
高分子凝集剤 2,499 kg
高分子凝集剤 681 kg
気泡剤 241 kg
固形滅菌薬 93 kg
砂ろ過ろ剤 0 ℓ
塩酸 36 kg
硫酸アルミニウム（水処理硫酸バンド） 0 kg
脱臭用活性炭 0 kg
アメニクリーン 4 kg

（４）その他光熱使用量（実績）
数量

(年間平均)
水道 211 m3
LPガス 21 m3
重油 361 ℓ

その他光熱

その他

水処理・
汚泥処理
薬品使用量

その他
その他

機械濃縮
機械濃縮

366日
365日
365日

(平均R2～R6） 名称 単位 備考

水処理
水処理
水処理

年度

(平均R2～R6） 薬品名 単位 備考

脱水

年度
汚水流入量 日平均流入量

備考

365日
365日



様式６ 

団  体  概  要 

項 目 内   容 

団 体 名 
 

 

所 在 地 
 

 

設立年月日 
 

 

代表者名 

 

 

※役職名も記載してください。 

資本(出資)金 
 

令和 年 月 日現在 

主要株主等 

①                           ：割合       ％ ※少数点以下四捨五入 

②                           ：割合       ％ 

③                           ：割合       ％ 

職 員 数 

（令和 年 月 日現在） 

総数         人（ 常勤   人、非常勤   人 ） 

 うち県内職員数   人（常勤   人、非常勤   人） 

下水道法第２２条第２項に規定する有資格者数     人 

会 員 数 
令和 年 月 日現在 

総数   人 

主要業務 

 

 

     

                    

 

（連絡先） 

担当部署名 
 

 
担 当 者 

 

 

電話番号 
 

 
ＦＡＸ番号 

 

 

Ｅ－m a i l 
 

 



標準活性汚泥法又はオキシデーションディッチ法の下水処理施設維持管理業務受託実績 様式ー7

施設の名称 所在地 委託者 管理期間 受託金額 業務内容 配置人員 備　考

注）　・標準活性汚泥法又はオキシデーションディッチ法の下水処理施設の管理業務受託実績を記入してください。
　　　・R７年度の受託状況を中心に、過去５カ年の代表実績を５箇所記入してください。
　　　・５箇所無い場合は、５箇所以内で結構です。
　　　・業務内容は、浄化センターの運転管理等、大項目で記入してください。
　　　・配置人員は、その業務のために配置した人員（兼務を含む）を記入してください。
　　　・備考欄に処理方式を記入してください

 月　日現在における下水処理施設の管理体制図 ＜記載例＞
（令和７年度受託業務の全てが対象となります。）
（令和７年度受託業務がない場合は、直近の年度）

※別紙による提出も可。（Ａ４版）

○○担当（２：常１、非１）

総括責任者 ○○担当（１：常１）

○○担当（４：常2、非2）



決算書入力項目（様式－８）

貸借対照表 損益計算書

流動資産合計 円 流動負債合計 円 売上高 円

現金・預金 円 短期借入金 円 売上総利益 円

受取手形（割引分除く） 円 長期借入金・社債 円 営業利益 円

売掛金 円 資本合計 円 受取利息配当金 円

棚卸資産 円 支払利息割引料 円

固定資産合計 円 脚注項目他 経常利益 円

有形固定資産合計 円 受取手形割引高 円 減価償却実施額 円

土地 円 受取手形裏書譲渡高 円

資産合計 円 期末従業員数 人



項目記載に当たっての注意点（１）

特にご注意していただく項目を選びご説明します。

受取手形。商品・製品の販売や請負工事、サービス提供などによる営業収入の代金で手形により受
取ったもの。

営業外の取引に基づく受取手形（設備等の売却に伴う受取手形、手形貸付金など）を除く。

売掛金、営業未収入金、工事未収入金。商品・製品の販売や請負工事、サービス提供などの営業上
の未収入金。

営業外の取引に基づく未収入金（設備等の売却に伴う未収入金など）を除く。

棚卸資産 棚卸資産、未成工事支出金、半成工事。商品・製品、半製品、仕掛品、原材料、貯蔵品など。

短期借入金
当座借越、証書借入金および手形借入金で１年以内に期限の到来するもの。１年内償還予定の社
債を含む。

長期借入金・社債 社債・借入金および手形借入金。

金融機関等で割引いた受取手形で期限の到来しないものの期末残高。通常は貸借対照表の枠外に
記載あり。

貸借対照表の借方（負債の部）に計上した場合は、同額を以下の各科目から控除する。

（１）受取手形、（２）流動資産、（３）資産合計、（４）流動負債

売上総利益 「売上原価」が無い場合には、売上高と同じ数値を入力。

受取利息配当金 受取利息・割引料・有価証券利息および受取配当金合計。

支払利息割引料 支払利息、社債（含ワラント債）・転換社債利息等および受取手形の割引料。

有形固定資産、無形固定資産等の減価償却実施額の合計。

「製造原価報告書」及び「販売費および一般管理費の内訳」に計上された減価償却費の合計額。

受取手形（割引分除く）

売掛金

受取手形割引高

減価償却実施額



項目記載に当たっての注意点（２）

① データは、以下のバランスチェックを行いますの
で、関係式が成立するようにしてください。

・流動資産合計 ≦ 資産合計

・土地 ≦ 有形固定資産合計

・固定資産合計 ≦ 資産合計

・短期借入金 ≦ 流動負債合計

・資本合計 ≦ 資産合計

・売上総利益 ≧ 営業利益

・有形固定資産 ≦ 固定資産合計

・流動資産合計＋固定資産合計 ≦ 資産合計

・流動負債合計＋長期借入金・社債＋資本合計 ≦ 資産合計

・営業利益 ≦ 売上高

② 期末従業員数には正数値を記載してください。



様式９ 

共同体結成届出書 

 

                                                          令和  年  月  日 

 

山口県都市計画課長 様 

                                    （ふりがな） 

                  共同体名 

                  代表団体 所在地 

                      （ふりがな） 

団体名 

（ふりがな） 

代表者氏名           印  

 

 田布施川流域下水道における指定管理者に応募するため、次の団体は共同体を結成し、

山口県との間における下記の事項に関する権限を代表団体に委任します。 

 指定管理者に指定された場合は、田布施川流域下水道の指定管理者としての業務の遂行

及びこれに伴う当共同体が負担する債務の履行に関し、連帯して責任を負とともに、当共

同体の構成団体の脱会又は除名については、県の承認がなければこれを行うことができな

いものとする。 

共同体の名称  

共同体の事務所 

所在地 

 

共同体の代表団体 

（受任者） 

＜代表団体＞ 

所在地 

団体名 

代表者名 

共同体の構成団体 

（委任者） 

＜構成団体＞ 

所在地 

団体名 

代表者名 

共同体の構成団体 

（委任者） 

＜構成団体＞ 

所在地 

団体名 

代表者名 

委任事項 

１．指定管理者の応募に関する一切の権限 

２．山口県との協定締結に関する一切の権限 

３．指定管理料の請求受領に関する一切の権限 

４．契約の締結及び履行に関する一切の権限 

５．その他、上記に付随する一切の権限 

構成団体が３団体以上の場合は、これに準じて作成してください。 



様式１０ 

 

誓 約 書 

 

令和  年  月  日 

 

山口県都市計画課長 様 

 

              提出者 主たる事務所 

                  の所在地 

                電話番号 

                  （ふりがな）  

                                    団体名 

                                 （ふりがな） 

代表者の氏名              印    

 

 田布施川流域下水道の指定管理者の応募書類を提出するに当たり、次の事項

について、真実に相違ありません。 

 

記 

 

１ 田布施川流域下水道の指定管理者の募集要項１１の（１）に掲げる応募資格要件を全

て満たしていること。 

 

 

 

２ 提出する応募書類に、虚偽又は不正がないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※共同体の場合は、構成団体の連名により押印すること。 



様式１１ 

 

辞  退  届 

 

 

 令和７年 月 日付けで田布施川流域下水道の指定管理者の応募書類を提出

しましたが、都合により辞退しますので届け出ます。 

 

 

 

 

令和  年  月  日 

 

山口県都市計画課長 様 

 

                                  郵便番号 

                     提出者     主たる事務所 

                                  の所在地 

                 電話番号 

                                  （ふりがな） 

                 団体名 

                                  （ふりがな） 

                 代表者の氏名                           

 

                      


